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(57)【要約】
【課題】本発明はソーラーパワー式防風自動窓閉め装置
を開示した。
【解決手段】装置主体、前記装置主体の中に設置される
第一作動装置、前記装置主体の中に設置される第二作動
装置、前記装置主体の中に設置される防風カーテン装置
及び前記装置主体に設置されるソーラーパワー装置を含
み、前記第一作動装置が前記装置主体の上端に固定設置
される第一電機を含み、前記第一電機の左右側内壁の中
に第一伝動筐体が対称的に設置され、前記第一電機の左
右端にほかの一端が前記第一伝動筐体の中に伸びて挿入
する第一回転軸が対称的に且つ動力で係合接続され、前
記第一回転軸に回転できる第一アングル歯車が固定接続
され、本装置が自動的に防風及び窓閉めを行うことがで
き、風が大き過ぎ窓を損傷することを防止し、風が大き
過ぎ室内に影響を与えることも防止し、窓を閉めること
の知能制御が人力の作業時間を短縮できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本発明によるソーラーパワー式防風自動窓閉め装置は、装置主体、前記装置主体の中に設
置される第一作動装置、前記装置主体の中に設置される第二作動装置、前記装置主体の中
に設置される防風カーテン装置及び前記装置主体に設置されるソーラーパワー装置を含み
、前記第一作動装置が前記装置主体の上端に固定設置される第一電機を含み、前記第一電
機の左右側内壁の中に第一伝動筐体が対称的に設置され、前記第一電機の左右端にほかの
一端が前記第一伝動筐体の中に伸びて挿入する第一回転軸が対称的に且つ動力で係合接続
され、前記第一回転軸に回転できる第一アングル歯車が固定接続され、前記第一伝動筐体
の中に前記第一アングル歯車に噛合接続される第二アングル歯車が設置され、前記第一伝
動筐体の下側内壁の中に第二伝動筐体が設置され、前記第二アングル歯車の軸心に下端が
前記第二伝動筐体の中に伸びて挿入し且つベヤリングを通じて前記第二伝動筐体の下側内
壁に回転で係合接続される第二回転軸が固定接続され、前記第二回転軸に前記第二伝動筐
体の中に回転できる第一平歯車が固定接続され、前記第一平歯車の近接し合う端に回転で
きる第二平歯車が噛合接続され、前記第二伝動筐体の下側内壁に上向きに開口する且つ前
記第二平歯車と整列する第一凹溝が設置され、前記第一凹溝の下側内壁に開け口が上向く
伸縮溝が設置され、前記伸縮溝の下側内壁の中にエアーシリンダーが固定設置され、前記
エアーシリンダーの上端に前記伸縮溝の中にスライドできる加減リンクが動力で係合接続
され、前記加減リンクの上端に前記第一凹溝の中に上下へスライドできる支持ブロックが
固定接続され、前記第二平歯車の軸心に下端がベアリングを通じて前記支持ブロックの上
端に回転で係合接続されるスピン軸が固定接続され、前記第二平歯車の近接し合う端に第
三平歯車が噛合接続され、前記第二伝動筐体の下側内壁の中に前後貫通する窓穴が設置さ
れ、前記窓穴の左右側内壁に開け口が向かい合う且つ前側内壁が外部空間に連通される第
二凹溝が対称的に設置され、前記第三平歯車の軸心に下端が前記第二凹溝の中に伸びて挿
入し且つベアリングを通じて前記第二凹溝の下側内壁に回転で係合接続される第三回転軸
が固定接続され、前記第三回転軸に回転できる窓ブロックが固定接続され、初期状態に、
前記窓ブロックが互いに当接され前記窓穴を閉めさせ、前記第二作動装置が前記第二伝動
筐体の下側内壁に設置される第一歯車筐体を含み、前記第二回転軸の下端が前記第一歯車
筐体の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第一歯車筐体の下側内壁に回転で係
合接続され且つ第三アングル歯車と固定接続され、、前記第一歯車筐体の下側内壁に第三
伝動筐体が連通設置され、前記第三伝動筐体の中に前記第三アングル歯車に噛合接続され
る第四アングル歯車が設置され、前記第四アングル歯車の軸心に左右端がそれぞれベアリ
ングを通じて前記第三伝動筐体の左右側内壁に回転で係合接続される第四回転軸が固定接
続され、前記第四回転軸の上に且つ前記第四アングル歯車の右側にドライビングギヤーが
固定接続され、前記ドライビングギヤーの下端に被動歯車が噛合接続され、前記第三伝動
筐体の前記窓穴から離れる側の内壁の中に第二歯車筐体が設置され、前記被動歯車の軸心
に一端が前記第二歯車筐体の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二歯車筐体
の内壁に回転で係合接続されるローテイションアクシスが固定接続され、前記ローテイシ
ョンアクシスに前記第二歯車筐体の中に回転できる第五アングル歯車が固定接続され、前
記第二歯車筐体の下側内壁に第四伝動筐体が連通設置され、前記第四伝動筐体の内壁に転
輪筐体が左右対称的に設置され、前記第三回転軸の下端が前記転輪筐体の中に伸びて挿入
し且つベアリングを通じて前記転輪筐体の下側内壁に回転で係合接続され且つフィラメン
トワインディング転輪と固定接続され、前記転輪筐体と前記第四伝動筐体の間にプリング
アイが連通設置され、前記第四伝動筐体の中に左右へスライドできる第一スライドブロッ
クが設置され、前記第一スライドブロックの前記プリングアイに近い一端にはほかの一端
が前記プリングアイを延伸通過して前記フィラメントワインディング転輪に固定巻き付け
られるリードワイヤが固定接続され、前記第四伝動筐体の前後側内壁に開け口が向かい合
うガイドスライド溝が対称的に設置され、前記第一スライドブロックの前後端に前記ガイ
ドスライド溝の中に伸びて挿入する第二スライドブロックが固定接続され、前記第二スラ
イドブロックの一端にほかの一端が前記ガイドスライド溝の一側内壁に固定接続される戻
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しばねが固定接続され、前記第一スライドブロックの後合わせる端が回転軸を通じて前記
第五アングル歯車に噛合接続される第六アングル歯車が回転で係合接続され、前記防風カ
ーテン装置が前記第四伝動筐体の下側内壁に設置される開け口が上向く歯車溝を含み、前
記歯車溝の中に回転でき且つ上端が前記第四伝動筐体の中に伸びて挿入し前記第六アング
ル歯車に噛合接続される第七アングル歯車が設置され、前記歯車溝の間にローラー筐体が
設置され、前記第七アングル歯車の軸心に一端が前記ローラー筐体の中に伸びて挿入する
第五回転軸が固定接続され、前記第五回転軸の向かい合う端の間に前記ローラー筐体の中
に回転できるローラーが固定接続され、前記窓穴の上側内壁の中にロールカーテン筐体が
設置され、前記ロールカーテン筐体の中に左右端がベアリングを通じて回転で係合接続さ
れる圧延ラインが設置され、前記圧延ラインの左右端にトーションばね装置が固定接続さ
れ、前記圧延ラインに防風カーテンが固定巻き付けられ、前記ロールカーテン筐体及び前
記ローラー筐体の前側内壁に前記窓穴の左右側内壁の前側に連通される左右対称の接触ロ
ーラ筐体が連通され、前記接触ローラ筐体の中に回転軸を通じて回転で係合接続される接
触ローラが上下対称的に設置され、前記ローラーにほかの一端が前記接触ローラ筐体の中
に伸びて挿入し且つ前記接触ローラの後ろに巻き設置された後に前記防風カーテンの下端
に固定接続される駆動線が固定巻き付けられ、前記ソーラーパワー装置が前記装置主体の
上端に固定接続されるソーラーパネルを含み、前記装置主体の左右端の中に前記ソーラー
パネルに電気で接続される蓄電池が対称的に固定設置され、前記蓄電池が電気エネルギー
に変換されたソーラーパワーを装置に供給することができる。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は自動スイッチ技術分野を取り上げて、具体的にはソーラーパワー式防風自動窓閉
め装置である。
【背景技術】
【０００２】
我が国は現在発展がますます良くなり、生活中の自動化のドアや窓のスイッチあるいはセ
キュリティドアや窓が様々であり、しかし一部の従来の防風自動窓閉め装置が簡単過ぎ、
装置が自動的に防風及び窓閉めを行う必要があり、風が大き過ぎ窓を損傷することを防止
し、風が大き過ぎ室内に影響を与えることも防止し、窓を閉めることの知能制御が人力の
作業時間を短縮できるし、室内の安全性を保護することもでき、従って多機能の自動化の
ソーラーパワー式防風自動窓閉め装置を設計する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第103184823号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的はソーラーパワー式防風自動窓閉め装置を提供し、それは上記の現在の技
術中の問題を解決できる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は以下の技術プランを通じて実現する：本発明によるソーラーパワー式防風自動窓
閉め装置は、装置主体、前記装置主体の中に設置される第一作動装置、前記装置主体の中
に設置される第二作動装置、前記装置主体の中に設置される防風カーテン装置及び前記装
置主体に設置されるソーラーパワー装置を含み、前記第一作動装置が前記装置主体の上端
に固定設置される第一電機を含み、前記第一電機の左右側内壁の中に第一伝動筐体が対称
的に設置され、前記第一電機の左右端にほかの一端が前記第一伝動筐体の中に伸びて挿入
する第一回転軸が対称的に且つ動力で係合接続され、前記第一回転軸に回転できる第一ア
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ングル歯車が固定接続され、前記第一伝動筐体の中に前記第一アングル歯車に噛合接続さ
れる第二アングル歯車が設置され、前記第一伝動筐体の下側内壁の中に第二伝動筐体が設
置され、前記第二アングル歯車の軸心に下端が前記第二伝動筐体の中に伸びて挿入し且つ
ベヤリングを通じて前記第二伝動筐体の下側内壁に回転で係合接続される第二回転軸が固
定接続され、前記第二回転軸に前記第二伝動筐体の中に回転できる第一平歯車が固定接続
され、前記第一平歯車の近接し合う端に回転できる第二平歯車が噛合接続され、前記第二
伝動筐体の下側内壁に上向きに開口する且つ前記第二平歯車と整列する第一凹溝が設置さ
れ、前記第一凹溝の下側内壁に開け口が上向く伸縮溝が設置され、前記伸縮溝の下側内壁
の中にエアーシリンダーが固定設置され、前記エアーシリンダーの上端に前記伸縮溝の中
にスライドできる加減リンクが動力で係合接続され、前記加減リンクの上端に前記第一凹
溝の中に上下へスライドできる支持ブロックが固定接続され、前記第二平歯車の軸心に下
端がベアリングを通じて前記支持ブロックの上端に回転で係合接続されるスピン軸が固定
接続され、前記第二平歯車の近接し合う端に第三平歯車が噛合接続され、前記第二伝動筐
体の下側内壁の中に前後貫通する窓穴が設置され、前記窓穴の左右側内壁に開け口が向か
い合う且つ前側内壁が外部空間に連通される第二凹溝が対称的に設置され、前記第三平歯
車の軸心に下端が前記第二凹溝の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二凹溝
の下側内壁に回転で係合接続される第三回転軸が固定接続され、前記第三回転軸に回転で
きる窓ブロックが固定接続され、初期状態に、前記窓ブロックが互いに当接されて前記窓
穴を閉める。
【０００６】
優選の技術プランとして、前記第二作動装置が前記第二伝動筐体の下側内壁に設置される
第一歯車筐体を含み、前記第二回転軸の下端が前記第一歯車筐体の中に伸びて挿入し且つ
ベアリングを通じて前記第一歯車筐体の下側内壁に回転で係合接続され且つ第三アングル
歯車と固定接続され、、前記第一歯車筐体の下側内壁に第三伝動筐体が連通設置され、前
記第三伝動筐体の中に前記第三アングル歯車に噛合接続される第四アングル歯車が設置さ
れ、前記第四アングル歯車の軸心に左右端がそれぞれベアリングを通じて前記第三伝動筐
体の左右側内壁に回転で係合接続される第四回転軸が固定接続され、前記第四回転軸の上
に且つ前記第四アングル歯車の右側にドライビングギヤーが固定接続され、前記ドライビ
ングギヤーの下端に被動歯車が噛合接続され、前記第三伝動筐体の前記窓穴から離れる側
の内壁の中に第二歯車筐体が設置され、前記被動歯車の軸心に一端が前記第二歯車筐体の
中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二歯車筐体の内壁に回転で係合接続され
るローテイションアクシスが固定接続され、前記ローテイションアクシスに前記第二歯車
筐体の中に回転できる第五アングル歯車が固定接続され、前記第二歯車筐体の下側内壁に
第四伝動筐体が連通設置され、前記第四伝動筐体の内壁に転輪筐体が左右対称的に設置さ
れ、前記第三回転軸の下端が前記転輪筐体の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前
記転輪筐体の下側内壁に回転で係合接続され且つフィラメントワインディング転輪と固定
接続され、前記転輪筐体と前記第四伝動筐体の間にプリングアイが連通設置され、前記第
四伝動筐体の中に左右へスライドできる第一スライドブロックが設置され、前記第一スラ
イドブロックの前記プリングアイに近い一端にはほかの一端が前記プリングアイを延伸通
過して前記フィラメントワインディング転輪に固定巻き付けられるリードワイヤが固定接
続され、前記第四伝動筐体の前後側内壁に開け口が向かい合うガイドスライド溝が対称的
に設置され、前記第一スライドブロックの前後端に前記ガイドスライド溝の中に伸びて挿
入する第二スライドブロックが固定接続され、前記第二スライドブロックの一端にほかの
一端が前記ガイドスライド溝の一側内壁に固定接続される戻しばねが固定接続され、前記
第一スライドブロックの後合わせる端が回転軸を通じて前記第五アングル歯車に噛合接続
される第六アングル歯車と回転で係合接続される。
【０００７】
優選の技術プランとして、前記防風カーテン装置が前記第四伝動筐体の下側内壁に設置さ
れる開け口が上向く歯車溝を含み、前記歯車溝の中に回転でき且つ上端が前記第四伝動筐
体の中に伸びて挿入し前記第六アングル歯車に噛合接続される第七アングル歯車が設置さ
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れ、前記歯車溝の間にローラー筐体が設置され、前記第七アングル歯車の軸心に一端が前
記ローラー筐体の中に伸びて挿入する第五回転軸が固定接続され、前記第五回転軸の向か
い合う端の間に前記ローラー筐体の中に回転できるローラーが固定接続され、前記窓穴の
上側内壁の中にロールカーテン筐体が設置され、前記ロールカーテン筐体の中に左右端が
ベアリングを通じて回転で係合接続される圧延ラインが設置され、前記圧延ラインの左右
端にトーションばね装置が固定接続され、前記圧延ラインに防風カーテンが固定巻き付け
られ、前記ロールカーテン筐体及び前記ローラー筐体の前側内壁に前記窓穴の左右側内壁
の前側に連通される左右対称の接触ローラ筐体が連通され、前記接触ローラ筐体の中に回
転軸を通じて回転で係合接続される接触ローラが上下対称的に設置され、前記ローラーに
はほかの一端が前記接触ローラ筐体の中に伸びて挿入し且つ前記接触ローラに巻き付いて
前記防風カーテンの下端に固定接続される駆動線が固定巻き付けられる。
【０００８】
優選の技術プランとして、前記ソーラーパワー装置が前記装置主体の上端に固定接続され
るソーラーパネルを含み、前記装置主体の左右端の中に前記ソーラーパネルに電気で接続
される蓄電池が対称的に固定設置され、前記蓄電池が電気エネルギーに変換されたソーラ
ーパワーを装置に供給することができる。
【発明の効果】
【０００９】
本発明の有益な効果は下記の通りである。本発明の構造が簡単で、操作が便利で、本装置
を通じて防風自動窓を作動する時、第一電機が起動し第一回転軸を駆動し回転させて第一
アングル歯車を回転させて第二アングル歯車を回転させ、これにより第二回転軸が回転し
第一平歯車を駆動し第二平歯車を通じて第三平歯車の回転を駆動し、第三回転軸が回転す
ると同時にフィラメントワインディング転輪が回転しリードワイヤを延長させこれにより
戻しばねが弾性ヒズミを取り戻し第一スライドブロックを押し出し、この時第六アングル
歯車が第五アングル歯車及び第七アングル歯車に噛合しなくなり、第三回転軸が回転中に
窓ブロックを開けさせ窓を開通させ、外部空間の風速が大き過ぎたり天気が悪い場合に、
第一電機が逆転し装置を初期状態に戻し窓を閉めさせ、第六アングル歯車が第五アングル
歯車及び第七アングル歯車に噛合すると同時にエアーシリンダーが起動し加減リンクを駆
動することによって支持ブロックを駆動し下へ移動させ、第二平歯車を駆動し下へ移動さ
せ噛合することから離れさせ、この時第二回転軸が回転し第三アングル歯車を駆動し回転
させることによって第四アングル歯車を駆動し、第四回転軸がドライビングギヤーを駆動
して被動歯車を駆動し回転させ、この時ローテイションアクシスが第五アングル歯車を駆
動し回転させ第六アングル歯車が第七アングル歯車を駆動し回転させ、これにより第五回
転軸を通じてローラーを駆動し回転させ駆動線を引かせロールカーテン筐体の中にある防
風カーテンを引き下げ窓を閉め防風を実現し、初期状態に戻る時第一電機が起動しローラ
ーに駆動し駆動線を緩めさせ、この時トーションばね装置が弾性位置エネルギーを取り戻
し防風カーテンをロールカーテン筐体の中に引き戻らせ、この時エアーシリンダーを起動
し第二平歯車を初期状態に戻らせ、開ける必要があれば上記ステップに基づき起動し、本
装置が自動的に防風及び窓閉めを行うことができ、風が大き過ぎ窓を損傷することを防止
し、風が大き過ぎ室内に影響を与えることも防止し、窓を閉めることの知能制御が人力の
作業時間を短縮できるし、室内の安全性を保護することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
説明しやすいため、本発明は以下の具体的な実施例と付図を交え詳しく説明する。
【００１１】
【図１】図1は本発明のソーラーパワー式防風自動窓閉め装置の内部構造概略図である。
【図２】図2は図1のA-Aの方向の左面図である。
【図３】図3は図1のBの拡大概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
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図1~3が示すように、本発明によるソーラーパワー式防風自動窓閉め装置は、装置主体10
、前記装置主体10の中に設置される第一作動装置、前記装置主体10の中に設置される第二
作動装置、前記装置主体10の中に設置される防風カーテン装置及び前記装置主体10に設置
されるソーラーパワー装置を含み、前記第一作動装置が前記装置主体10の上端に固定設置
される第一電機11を含み、前記第一電機11の左右側内壁の中に第一伝動筐体12が対称的に
設置され、前記第一電機11の左右端にほかの一端が前記第一伝動筐体12の中に伸びて挿入
する第一回転軸13が対称的に且つ動力で係合接続され、前記第一回転軸13に回転できる第
一アングル歯車14が固定接続され、前記第一伝動筐体12の中に前記第一アングル歯車14に
噛合接続される第二アングル歯車15が設置され、前記第一伝動筐体12の下側内壁の中に第
二伝動筐体16が設置され、前記第二アングル歯車15の軸心に下端が前記第二伝動筐体16の
中に伸びて挿入し且つベヤリングを通じて前記第二伝動筐体16の下側内壁に回転で係合接
続される第二回転軸17が固定接続され、前記第二回転軸17に前記第二伝動筐体16の中に回
転できる第一平歯車18が固定接続され、前記第一平歯車18の近接し合う端に回転できる第
二平歯車19が噛合接続され、前記第二伝動筐体16の下側内壁に上向きに開口する且つ前記
第二平歯車19と整列する第一凹溝20が設置され、前記第一凹溝20の下側内壁に開け口が上
向く伸縮溝21が設置され、前記伸縮溝21の下側内壁の中にエアーシリンダー22が固定設置
され、前記エアーシリンダー22の上端に前記伸縮溝21の中にスライドできる加減リンク23
が動力で係合接続され、前記加減リンク23の上端に前記第一凹溝20の中に上下へスライド
できる支持ブロック24が固定接続され、前記第二平歯車19の軸心に下端がベアリングを通
じて前記支持ブロック24の上端に回転で係合接続されるスピン軸25が固定接続され、前記
第二平歯車19の近接し合う端に第三平歯車26が噛合接続され、前記第二伝動筐体16の下側
内壁の中に前後貫通する窓穴27が設置され、前記窓穴27の左右側内壁に開け口が向かい合
う且つ前側内壁が外部空間に連通される第二凹溝28が対称的に設置され、前記第三平歯車
26の軸心に下端が前記第二凹溝28の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二凹
溝28の下側内壁に回転で係合接続される第三回転軸29が固定接続され、前記第三回転軸29
に回転できる窓ブロック30が固定接続され、初期状態に、前記窓ブロック30が互いに当接
されて前記窓穴27を閉める。
【００１３】
有益的には、前記第二作動装置が前記第二伝動筐体16の下側内壁に設置される第一歯車筐
体31を含み、前記第二回転軸17の下端が前記第一歯車筐体31の中に伸びて挿入し且つベア
リングを通じて前記第一歯車筐体31の下側内壁に回転で係合接続され且つ第三アングル歯
車32と固定接続され、、前記第一歯車筐体31の下側内壁に第三伝動筐体33が連通設置され
、前記第三伝動筐体33の中に前記第三アングル歯車32に噛合接続される第四アングル歯車
34が設置され、前記第四アングル歯車34の軸心に左右端がそれぞれベアリングを通じて前
記第三伝動筐体33の左右側内壁に回転で係合接続される第四回転軸35が固定接続され、前
記第四回転軸35の上に且つ前記第四アングル歯車34の右側にドライビングギヤー36が固定
接続され、前記ドライビングギヤー36の下端に被動歯車37が噛合接続され、前記第三伝動
筐体33の前記窓穴27から離れる側の内壁の中に第二歯車筐体38が設置され、前記被動歯車
37の軸心に一端が前記第二歯車筐体38の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第
二歯車筐体38の内壁に回転で係合接続されるローテイションアクシス39が固定接続され、
前記ローテイションアクシス39に前記第二歯車筐体38の中に回転できる第五アングル歯車
40が固定接続され、前記第二歯車筐体38の下側内壁に第四伝動筐体41が連通設置され、前
記第四伝動筐体41の内壁に転輪筐体42が左右対称的に設置され、前記第三回転軸29の下端
が前記転輪筐体42の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記転輪筐体42の下側内壁
に回転で係合接続され且つフィラメントワインディング転輪43と固定接続され、前記転輪
筐体42と前記第四伝動筐体41の間にプリングアイ45が連通設置され、前記第四伝動筐体41
の中に左右へスライドできる第一スライドブロック46が設置され、前記第一スライドブロ
ック46の前記プリングアイ45に近い一端にはほかの一端が前記プリングアイ45を延伸通過
して前記フィラメントワインディング転輪43に固定巻き付けられるリードワイヤ47が固定
接続され、前記第四伝動筐体41の前後側内壁に開け口が向かい合うガイドスライド溝48が
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対称的に設置され、前記第一スライドブロック46の前後端に前記ガイドスライド溝48の中
に伸びて挿入する第二スライドブロックが固定接続され、前記第二スライドブロックの一
端にほかの一端が前記ガイドスライド溝48の一側内壁に固定接続される戻しばね49が固定
接続され、前記第一スライドブロック46の後合わせる端が回転軸を通じて前記第五アング
ル歯車40に噛合接続される第六アングル歯車50と回転で係合接続される。
【００１４】
有益的には、前記防風カーテン装置が前記第四伝動筐体41の下側内壁に設置される開け口
が上向く歯車溝51を含み、前記歯車溝51の中に回転でき且つ上端が前記第四伝動筐体41の
中に伸びて挿入し前記第六アングル歯車50に噛合接続される第七アングル歯車52が設置さ
れ、前記歯車溝51の間にローラー筐体53が設置され、前記第七アングル歯車52の軸心に一
端が前記ローラー筐体53の中に伸びて挿入する第五回転軸55が固定接続され、前記第五回
転軸55の向かい合う端の間に前記ローラー筐体53の中に回転できるローラー56が固定接続
され、前記窓穴27の上側内壁の中にロールカーテン筐体57が設置され、前記ロールカーテ
ン筐体57の中に左右端がベアリングを通じて回転で係合接続される圧延ライン58が設置さ
れ、前記圧延ライン58の左右端にトーションばね装置59が固定接続され、前記圧延ライン
58に防風カーテン60が固定巻き付けられ、前記ロールカーテン筐体57及び前記ローラー筐
体53の前側内壁に前記窓穴27の左右側内壁の前側に連通される左右対称の接触ローラ筐体
61が連通され、前記接触ローラ筐体61の中に回転軸を通じて回転で係合接続される接触ロ
ーラ62が上下対称的に設置され、前記ローラー56にはほかの一端が前記接触ローラ筐体61
の中に伸びて挿入し且つ前記接触ローラ62に巻き付いて前記防風カーテン60の下端に固定
接続される駆動線65が固定巻き付けられる。
【００１５】
有益的には、前記ソーラーパワー装置が前記装置主体10の上端に固定接続されるソーラー
パネル90を含み、前記装置主体10の左右端の中に前記ソーラーパネル90に電気で接続され
る蓄電池91が対称的に固定設置され、前記蓄電池91が電気エネルギーに変換されたソーラ
ーパワーを装置に供給することができる。
【００１６】
初期状態に、窓ブロックが互いに当接し窓穴27を閉め、第二平歯車19が第一平歯車18及び
第三平歯車26に互いに噛合接続され、第四伝動筐体41が互いに近づく位置にあると同時に
第六アングル歯車50が第五アングル歯車40及び第七アングル歯車52に互いに噛合され、防
風カーテン60が最大限にロールカーテン筐体57の中に引っ込む。
【００１７】
本装置を通じて防風自動窓を作動する時、第一電機11が起動し第一回転軸13を駆動し回転
させて第一アングル歯車14を回転させて第二アングル歯車15を回転させ、　第三回転軸29
が回転すると同時にフィラメントワインディング転輪43が回転しリードワイヤ47を延長さ
せこれにより戻しばね49が弾性ヒズミを取り戻し第一スライドブロック46を押し出し、こ
の時第六アングル歯車50が第五アングル歯車40及び第七アングル歯車52に噛合しなくなり
、第三回転軸29が回転中に窓ブロック30を開けさせ窓を開通させ、外部空間の風速が大き
過ぎたり天気が悪い場合に、第一電機11が逆転し装置を初期状態に戻し窓を閉めさせ、第
六アングル歯車50が第五アングル歯車40及び第七アングル歯車52に噛合すると同時にエア
ーシリンダー22が起動し加減リンク23を駆動することによって支持ブロック24を駆動し下
へ移動させ、第二平歯車19を駆動し下へ移動させ噛合することから離れさせ、この時第二
回転軸17が回転し第三アングル歯車32を駆動し回転させることによって第四アングル歯車
34を駆動し、第四回転軸35がドライビングギヤー36を駆動して被動歯車37を駆動し回転さ
せ、この時ローテイションアクシス39が第五アングル歯車40を駆動し回転させ第六アング
ル歯車50が第七アングル歯車52を駆動し回転させ、これにより第五回転軸55を通じてロー
ラー56を駆動し回転させ駆動線65を引かせロールカーテン筐体57の中にある防風カーテン
60を引き下げ窓を閉め防風を実現し、初期状態に戻る時第一電機11が起動しローラー56に
駆動し駆動線65を緩めさせ、この時トーションばね装置59が弾性位置エネルギーを取り戻
し防風カーテン60をロールカーテン筐体57の中に引き戻らせ、この時エアーシリンダー22
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を起動し第二平歯車19を初期状態に戻らせ、開ける必要があれば上記ステップに基づき起
動する。　
【００１８】
上に述べたのはただ本発明の具体的な実施方式で、しかし本発明の保護範囲はここに限ら
ないである。全部の創造的な労働を通じなく思いついた変化と取替は本発明の保護範囲に
カバーされる。だから本発明の保護範囲は権利要求書が限定される保護範囲を標準とする
。

【図１】 【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月31日(2019.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
本発明によるソーラーパワー式防風自動窓閉め装置は、装置主体、前記装置主体の中に設
置される第一作動装置、前記装置主体の中に設置される第二作動装置、前記装置主体の中
に設置される防風カーテン装置及び前記装置主体に設置されるソーラーパワー装置を含み
、前記第一作動装置が前記装置主体の上端に固定設置される第一モータを含み、前記第一
モータの左右側内壁の中に第一伝動筐体が対称的に設置され、前記第一モータの左右端に
ほかの一端が前記第一伝動筐体の中に伸びて挿入する第一回転軸が対称的に且つ動力が伝
達できるように係合連結され、前記第一回転軸に回転できる第一アングル歯車が固定接続
され、前記第一伝動筐体の中に前記第一アングル歯車に噛合接続される第二アングル歯車
が設置され、前記第一伝動筐体の下側内壁の中に第二伝動筐体が設置され、前記第二アン
グル歯車の軸心に下端が前記第二伝動筐体の中に伸びて挿入し且つベヤリングを通じて前
記第二伝動筐体の下側内壁に回転可能に係合連結される第二回転軸が固定接続され、前記
第二回転軸に前記第二伝動筐体の中に回転できる第一平歯車が固定接続され、前記第一平
歯車の近接し合う端に回転できる第二平歯車が噛合接続され、前記第二伝動筐体の下側内
壁に上向きに開口する且つ前記第二平歯車と整列する第一凹溝が設置され、前記第一凹溝
の下側内壁に開け口が上向く伸縮溝が設置され、前記伸縮溝の下側内壁の中にエアーシリ
ンダーが固定設置され、前記エアーシリンダーの上端に前記伸縮溝の中にスライドできる
加減リンクが動力が伝達できるように係合連結され、前記加減リンクの上端に前記第一凹



(10) JP 2020-7894 A 2020.1.16

溝の中に上下へスライドできる支持ブロックが固定接続され、前記第二平歯車の軸心に下
端がベアリングを通じて前記支持ブロックの上端に回転可能に係合連結されるスピン軸が
固定接続され、前記第二平歯車の近接し合う端に第三平歯車が噛合接続され、前記第二伝
動筐体の下側内壁の中に前後貫通する窓穴が設置され、前記窓穴の左右側内壁に開け口が
向かい合う且つ前側内壁が外部空間に連通される第二凹溝が対称的に設置され、前記第三
平歯車の軸心に下端が前記第二凹溝の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二
凹溝の下側内壁に回転可能に係合連結される第三回転軸が固定接続され、前記第三回転軸
に回転できる窓ブロックが固定接続され、初期状態に、前記窓ブロックが互いに当接され
前記窓穴を閉めさせ、前記第二作動装置が前記第二伝動筐体の下側内壁に設置される第一
歯車筐体を含み、前記第二回転軸の下端が前記第一歯車筐体の中に伸びて挿入し且つベア
リングを通じて前記第一歯車筐体の下側内壁に回転可能に係合連結され且つ第三アングル
歯車と固定接続され、、前記第一歯車筐体の下側内壁に第三伝動筐体が連通設置され、前
記第三伝動筐体の中に前記第三アングル歯車に噛合接続される第四アングル歯車が設置さ
れ、前記第四アングル歯車の軸心に左右端がそれぞれベアリングを通じて前記第三伝動筐
体の左右側内壁に回転可能に係合連結される第四回転軸が固定接続され、前記第四回転軸
の上に且つ前記第四アングル歯車の右側にドライビングギヤーが固定接続され、前記ドラ
イビングギヤーの下端に被動歯車が噛合接続され、前記第三伝動筐体の前記窓穴から離れ
る側の内壁の中に第二歯車筐体が設置され、前記被動歯車の軸心に一端が前記第二歯車筐
体の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二歯車筐体の内壁に回転可能に係合
連結される回転ロッドが固定接続され、前記回転ロッドに前記第二歯車筐体の中に回転で
きる第五アングル歯車が固定接続され、前記第二歯車筐体の下側内壁に第四伝動筐体が連
通設置され、前記第四伝動筐体の内壁に転輪筐体が左右対称的に設置され、前記第三回転
軸の下端が前記転輪筐体の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記転輪筐体の下側
内壁に回転可能に係合連結され且つ糸巻き転輪と固定接続され、前記転輪筐体と前記第四
伝動筐体の間に線引き穴が連通設置され、前記第四伝動筐体の中に左右へスライドできる
第一スライドブロックが設置され、前記第一スライドブロックの前記線引き穴に近い一端
にはほかの一端が前記線引き穴を延伸通過して前記糸巻き転輪に固定的に周設されるリー
ドワイヤが固定接続され、前記第四伝動筐体の前後側内壁に開け口が向かい合うガイドス
ライド溝が対称的に設置され、前記第一スライドブロックの前後端に前記ガイドスライド
溝の中に伸びて挿入する第二スライドブロックが固定接続され、前記第二スライドブロッ
クの一端にほかの一端が前記ガイドスライド溝の一側内壁に固定接続される戻しばねが固
定接続され、前記第一スライドブロックの一端が回転軸を通じて前記第五アングル歯車に
噛合接続される第六アングル歯車が回転可能に係合連結され、前記防風カーテン装置が前
記第四伝動筐体の下側内壁に設置される開け口が上向く歯車溝を含み、前記歯車溝の中に
回転でき且つ上端が前記第四伝動筐体の中に伸びて挿入し前記第六アングル歯車に噛合接
続される第七アングル歯車が設置され、前記歯車溝の間にローラー筐体が設置され、前記
第七アングル歯車の軸心に一端が前記ローラー筐体の中に伸びて挿入する第五回転軸が固
定接続され、前記第五回転軸の向かい合う端の間に前記ローラー筐体の中に回転できるロ
ーラーが固定接続され、前記窓穴の上側内壁の中にロールカーテン筐体が設置され、前記
ロールカーテン筐体の中に左右端がベアリングを通じて回転可能に係合連結される圧延ラ
インが設置され、前記圧延ラインの左右端にトーションばね装置が固定接続され、前記圧
延ラインに防風カーテンが固定的に周設され、前記ロールカーテン筐体及び前記ローラー
筐体の前側内壁に前記窓穴の左右側内壁の前側に連通される左右対称の接触ローラ筐体が
連通され、前記接触ローラ筐体の中に回転軸を通じて回転可能に係合連結される接触ロー
ラが上下対称的に設置され、前記ローラーにほかの一端が前記接触ローラ筐体の中に伸び
て挿入し且つ前記接触ローラの後ろに周設された後に前記防風カーテンの下端に固定接続
される駆動線が固定的に周設され、前記ソーラーパワー装置が前記装置主体の上端に固定
接続されるソーラーパネルを含み、前記装置主体の左右端の中に前記ソーラーパネルに電
気で接続される蓄電池が対称的に固定設置され、前記蓄電池が電気エネルギーに変換され
たソーラーパワーを装置に供給することができることを特徴とするソーラーパワー式防風
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自動窓閉め装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は自動スイッチ技術分野を取り上げて、具体的にはソーラーパワー式防風自動窓閉
め装置である。
【背景技術】
【０００２】
我が国は現在発展がますます良くなり、生活中の自動化のドアや窓のスイッチあるいはセ
キュリティドアや窓が様々であり、しかし一部の従来の防風自動窓閉め装置が簡単過ぎ、
装置が自動的に防風及び窓閉めを行う必要があり、風が大き過ぎ窓を損傷することを防止
し、風が大き過ぎ室内に影響を与えることも防止し、窓を閉めることの知能制御が人力の
作業時間を短縮できるし、室内の安全性を保護することもでき、従って多機能の自動化の
ソーラーパワー式防風自動窓閉め装置を設計する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０３１８４８２３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本発明の目的はソーラーパワー式防風自動窓閉め装置を提供し、それは上記の現在の技術
中の問題を解決できる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明は以下の技術プランを通じて実現する：本発明によるソーラーパワー式防風自動窓
閉め装置は、装置主体、前記装置主体の中に設置される第一作動装置、前記装置主体の中
に設置される第二作動装置、前記装置主体の中に設置される防風カーテン装置及び前記装
置主体に設置されるソーラーパワー装置を含み、前記第一作動装置が前記装置主体の上端
に固定設置される第一モータを含み、前記第一モータの左右側内壁の中に第一伝動筐体が
対称的に設置され、前記第一モータの左右端にほかの一端が前記第一伝動筐体の中に伸び
て挿入する第一回転軸が対称的に且つ動力が伝達できるように係合連結され、前記第一回
転軸に回転できる第一アングル歯車が固定接続され、前記第一伝動筐体の中に前記第一ア
ングル歯車に噛合接続される第二アングル歯車が設置され、前記第一伝動筐体の下側内壁
の中に第二伝動筐体が設置され、前記第二アングル歯車の軸心に下端が前記第二伝動筐体
の中に伸びて挿入し且つベヤリングを通じて前記第二伝動筐体の下側内壁に回転可能に係
合連結される第二回転軸が固定接続され、前記第二回転軸に前記第二伝動筐体の中に回転
できる第一平歯車が固定接続され、前記第一平歯車の近接し合う端に回転できる第二平歯
車が噛合接続され、前記第二伝動筐体の下側内壁に上向きに開口する且つ前記第二平歯車
と整列する第一凹溝が設置され、前記第一凹溝の下側内壁に開け口が上向く伸縮溝が設置
され、前記伸縮溝の下側内壁の中にエアーシリンダーが固定設置され、前記エアーシリン
ダーの上端に前記伸縮溝の中にスライドできる加減リンクが動力が伝達できるように係合
連結され、前記加減リンクの上端に前記第一凹溝の中に上下へスライドできる支持ブロッ
クが固定接続され、前記第二平歯車の軸心に下端がベアリングを通じて前記支持ブロック
の上端に回転可能に係合連結されるスピン軸が固定接続され、前記第二平歯車の近接し合
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う端に第三平歯車が噛合接続され、前記第二伝動筐体の下側内壁の中に前後貫通する窓穴
が設置され、前記窓穴の左右側内壁に開け口が向かい合う且つ前側内壁が外部空間に連通
される第二凹溝が対称的に設置され、前記第三平歯車の軸心に下端が前記第二凹溝の中に
伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二凹溝の下側内壁に回転可能に係合連結され
る第三回転軸が固定接続され、前記第三回転軸に回転できる窓ブロックが固定接続され、
初期状態に、前記窓ブロックが互いに当接されて前記窓穴を閉める。
【０００６】
優選の技術プランとして、前記第二作動装置が前記第二伝動筐体の下側内壁に設置される
第一歯車筐体を含み、前記第二回転軸の下端が前記第一歯車筐体の中に伸びて挿入し且つ
ベアリングを通じて前記第一歯車筐体の下側内壁に回転可能に係合連結され且つ第三アン
グル歯車と固定接続され、、前記第一歯車筐体の下側内壁に第三伝動筐体が連通設置され
、前記第三伝動筐体の中に前記第三アングル歯車に噛合接続される第四アングル歯車が設
置され、前記第四アングル歯車の軸心に左右端がそれぞれベアリングを通じて前記第三伝
動筐体の左右側内壁に回転可能に係合連結される第四回転軸が固定接続され、前記第四回
転軸の上に且つ前記第四アングル歯車の右側にドライビングギヤーが固定接続され、前記
ドライビングギヤーの下端に被動歯車が噛合接続され、前記第三伝動筐体の前記窓穴から
離れる側の内壁の中に第二歯車筐体が設置され、前記被動歯車の軸心に一端が前記第二歯
車筐体の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二歯車筐体の内壁に回転可能に
係合連結される回転ロッドが固定接続され、前記回転ロッドに前記第二歯車筐体の中に回
転できる第五アングル歯車が固定接続され、前記第二歯車筐体の下側内壁に第四伝動筐体
が連通設置され、前記第四伝動筐体の内壁に転輪筐体が左右対称的に設置され、前記第三
回転軸の下端が前記転輪筐体の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記転輪筐体の
下側内壁に回転可能に係合連結され且つ糸巻き転輪と固定接続され、前記転輪筐体と前記
第四伝動筐体の間に線引き穴が連通設置され、前記第四伝動筐体の中に左右へスライドで
きる第一スライドブロックが設置され、前記第一スライドブロックの前記線引き穴に近い
一端にはほかの一端が前記線引き穴を延伸通過して前記糸巻き転輪に固定的に周設される
リードワイヤが固定接続され、前記第四伝動筐体の前後側内壁に開け口が向かい合うガイ
ドスライド溝が対称的に設置され、前記第一スライドブロックの前後端に前記ガイドスラ
イド溝の中に伸びて挿入する第二スライドブロックが固定接続され、前記第二スライドブ
ロックの一端にほかの一端が前記ガイドスライド溝の一側内壁に固定接続される戻しばね
が固定接続され、前記第一スライドブロックの一端が回転軸を通じて前記第五アングル歯
車に噛合接続される第六アングル歯車と回転可能に係合連結される。
【０００７】
優選の技術プランとして、前記防風カーテン装置が前記第四伝動筐体の下側内壁に設置さ
れる開け口が上向く歯車溝を含み、前記歯車溝の中に回転でき且つ上端が前記第四伝動筐
体の中に伸びて挿入し前記第六アングル歯車に噛合接続される第七アングル歯車が設置さ
れ、前記歯車溝の間にローラー筐体が設置され、前記第七アングル歯車の軸心に一端が前
記ローラー筐体の中に伸びて挿入する第五回転軸が固定接続され、前記第五回転軸の向か
い合う端の間に前記ローラー筐体の中に回転できるローラーが固定接続され、前記窓穴の
上側内壁の中にロールカーテン筐体が設置され、前記ロールカーテン筐体の中に左右端が
ベアリングを通じて回転可能に係合連結される圧延ラインが設置され、前記圧延ラインの
左右端にトーションばね装置が固定接続され、前記圧延ラインに防風カーテンが固定的に
周設され、前記ロールカーテン筐体及び前記ローラー筐体の前側内壁に前記窓穴の左右側
内壁の前側に連通される左右対称の接触ローラ筐体が連通され、前記接触ローラ筐体の中
に回転軸を通じて回転可能に係合連結される接触ローラが上下対称的に設置され、前記ロ
ーラーにはほかの一端が前記接触ローラ筐体の中に伸びて挿入し且つ前記接触ローラに巻
き付いて前記防風カーテンの下端に固定接続される駆動線が固定的に周設される。
【０００８】
優選の技術プランとして、前記ソーラーパワー装置が前記装置主体の上端に固定接続され
るソーラーパネルを含み、前記装置主体の左右端の中に前記ソーラーパネルに電気で接続
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される蓄電池が対称的に固定設置され、前記蓄電池が電気エネルギーに変換されたソーラ
ーパワーを装置に供給することができる。
【発明の効果】
【０００９】
本発明の有益な効果は下記の通りである。本発明の構造が簡単で、操作が便利で、本装置
を通じて防風自動窓を作動する時、第一モータが起動し第一回転軸を駆動し回転させて第
一アングル歯車を回転させて第二アングル歯車を回転させ、これにより第二回転軸が回転
し第一平歯車を駆動し第二平歯車を通じて第三平歯車の回転を駆動し、第三回転軸が回転
すると同時に糸巻き転輪が回転しリードワイヤを延長させこれにより戻しばねが弾性ヒズ
ミを取り戻し第一スライドブロックを押し出し、この時第六アングル歯車が第五アングル
歯車及び第七アングル歯車に噛合しなくなり、第三回転軸が回転中に窓ブロックを開けさ
せ窓を開通させ、外部空間の風速が大き過ぎたり天気が悪い場合に、第一モータが逆転し
装置を初期状態に戻し窓を閉めさせ、第六アングル歯車が第五アングル歯車及び第七アン
グル歯車に噛合すると同時にエアーシリンダーが起動し加減リンクを駆動することによっ
て支持ブロックを駆動し下へ移動させ、第二平歯車を駆動し下へ移動させ噛合することか
ら離れさせ、この時第二回転軸が回転し第三アングル歯車を駆動し回転させることによっ
て第四アングル歯車を駆動し、第四回転軸がドライビングギヤーを駆動して被動歯車を駆
動し回転させ、この時回転ロッドが第五アングル歯車を駆動し回転させ第六アングル歯車
が第七アングル歯車を駆動し回転させ、これにより第五回転軸を通じてローラーを駆動し
回転させ駆動線を引かせロールカーテン筐体の中にある防風カーテンを引き下げ窓を閉め
防風を実現し、初期状態に戻る時第一モータが起動しローラーに駆動し駆動線を緩めさせ
、この時トーションばね装置が弾性位置エネルギーを取り戻し防風カーテンをロールカー
テン筐体の中に引き戻らせ、この時エアーシリンダーを起動し第二平歯車を初期状態に戻
らせ、開ける必要があれば上記ステップに基づき起動し、本装置が自動的に防風及び窓閉
めを行うことができ、風が大き過ぎ窓を損傷することを防止し、風が大き過ぎ室内に影響
を与えることも防止し、窓を閉めることの知能制御が人力の作業時間を短縮できるし、室
内の安全性を保護することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
説明しやすいため、本発明は以下の具体的な実施例と付図を交え詳しく説明する。
【００１１】
【図１】図１は本発明のソーラーパワー式防風自動窓閉め装置の内部構造概略図である。
【図２】図２は図１のＡ－Ａの方向の左面図である。
【図３】図３は図１のＢの拡大概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
図１～３が示すように、本発明によるソーラーパワー式防風自動窓閉め装置は、装置主体
１０、前記装置主体１０の中に設置される第一作動装置、前記装置主体１０の中に設置さ
れる第二作動装置、前記装置主体１０の中に設置される防風カーテン装置及び前記装置主
体１０に設置されるソーラーパワー装置を含み、前記第一作動装置が前記装置主体１０の
上端に固定設置される第一モータ１１を含み、前記第一モータ１１の左右側内壁の中に第
一伝動筐体１２が対称的に設置され、前記第一モータ１１の左右端にほかの一端が前記第
一伝動筐体１２の中に伸びて挿入する第一回転軸１３が対称的に且つ動力が伝達できるよ
うに係合連結され、前記第一回転軸１３に回転できる第一アングル歯車１４が固定接続さ
れ、前記第一伝動筐体１２の中に前記第一アングル歯車１４に噛合接続される第二アング
ル歯車１５が設置され、前記第一伝動筐体１２の下側内壁の中に第二伝動筐体１６が設置
され、前記第二アングル歯車１５の軸心に下端が前記第二伝動筐体１６の中に伸びて挿入
し且つベヤリングを通じて前記第二伝動筐体１６の下側内壁に回転可能に係合連結される
第二回転軸１７が固定接続され、前記第二回転軸１７に前記第二伝動筐体１６の中に回転
できる第一平歯車１８が固定接続され、前記第一平歯車１８の近接し合う端に回転できる
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第二平歯車１９が噛合接続され、前記第二伝動筐体１６の下側内壁に上向きに開口する且
つ前記第二平歯車１９と整列する第一凹溝２０が設置され、前記第一凹溝２０の下側内壁
に開け口が上向く伸縮溝２１が設置され、前記伸縮溝２１の下側内壁の中にエアーシリン
ダー２２が固定設置され、前記エアーシリンダー２２の上端に前記伸縮溝２１の中にスラ
イドできる加減リンク２３が動力が伝達できるように係合連結され、前記加減リンク２３
の上端に前記第一凹溝２０の中に上下へスライドできる支持ブロック２４が固定接続され
、前記第二平歯車１９の軸心に下端がベアリングを通じて前記支持ブロック２４の上端に
回転可能に係合連結されるスピン軸２５が固定接続され、前記第二平歯車１９の近接し合
う端に第三平歯車２６が噛合接続され、前記第二伝動筐体１６の下側内壁の中に前後貫通
する窓穴２７が設置され、前記窓穴２７の左右側内壁に開け口が向かい合う且つ前側内壁
が外部空間に連通される第二凹溝２８が対称的に設置され、前記第三平歯車２６の軸心に
下端が前記第二凹溝２８の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二凹溝２８の
下側内壁に回転可能に係合連結される第三回転軸２９が固定接続され、前記第三回転軸２
９に回転できる窓ブロック３０が固定接続され、初期状態に、前記窓ブロック３０が互い
に当接されて前記窓穴２７を閉める。
【００１３】
有益的には、前記第二作動装置が前記第二伝動筐体１６の下側内壁に設置される第一歯車
筐体３１を含み、前記第二回転軸１７の下端が前記第一歯車筐体３１の中に伸びて挿入し
且つベアリングを通じて前記第一歯車筐体３１の下側内壁に回転可能に係合連結され且つ
第三アングル歯車３２と固定接続され、、前記第一歯車筐体３１の下側内壁に第三伝動筐
体３３が連通設置され、前記第三伝動筐体３３の中に前記第三アングル歯車３２に噛合接
続される第四アングル歯車３４が設置され、前記第四アングル歯車３４の軸心に左右端が
それぞれベアリングを通じて前記第三伝動筐体３３の左右側内壁に回転可能に係合連結さ
れる第四回転軸３５が固定接続され、前記第四回転軸３５の上に且つ前記第四アングル歯
車３４の右側にドライビングギヤー３６が固定接続され、前記ドライビングギヤー３６の
下端に被動歯車３７が噛合接続され、前記第三伝動筐体３３の前記窓穴２７から離れる側
の内壁の中に第二歯車筐体３８が設置され、前記被動歯車３７の軸心に一端が前記第二歯
車筐体３８の中に伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記第二歯車筐体３８の内壁に回
転可能に係合連結される回転ロッド３９が固定接続され、前記回転ロッド３９に前記第二
歯車筐体３８の中に回転できる第五アングル歯車４０が固定接続され、前記第二歯車筐体
３８の下側内壁に第四伝動筐体４１が連通設置され、前記第四伝動筐体４１の内壁に転輪
筐体４２が左右対称的に設置され、前記第三回転軸２９の下端が前記転輪筐体４２の中に
伸びて挿入し且つベアリングを通じて前記転輪筐体４２の下側内壁に回転可能に係合連結
され且つ糸巻き転輪４３と固定接続され、前記転輪筐体４２と前記第四伝動筐体４１の間
に線引き穴４５が連通設置され、前記第四伝動筐体４１の中に左右へスライドできる第一
スライドブロック４６が設置され、前記第一スライドブロック４６の前記線引き穴４５に
近い一端にはほかの一端が前記線引き穴４５を延伸通過して前記糸巻き転輪４３に固定的
に周設されるリードワイヤ４７が固定接続され、前記第四伝動筐体４１の前後側内壁に開
け口が向かい合うガイドスライド溝４８が対称的に設置され、前記第一スライドブロック
４６の前後端に前記ガイドスライド溝４８の中に伸びて挿入する第二スライドブロックが
固定接続され、前記第二スライドブロックの一端にほかの一端が前記ガイドスライド溝４
８の一側内壁に固定接続される戻しばね４９が固定接続され、前記第一スライドブロック
４６の一端が回転軸を通じて前記第五アングル歯車４０に噛合接続される第六アングル歯
車５０と回転可能に係合連結される。
【００１４】
有益的には、前記防風カーテン装置が前記第四伝動筐体４１の下側内壁に設置される開け
口が上向く歯車溝５１を含み、前記歯車溝５１の中に回転でき且つ上端が前記第四伝動筐
体４１の中に伸びて挿入し前記第六アングル歯車５０に噛合接続される第七アングル歯車
５２が設置され、前記歯車溝５１の間にローラー筐体５３が設置され、前記第七アングル
歯車５２の軸心に一端が前記ローラー筐体５３の中に伸びて挿入する第五回転軸５５が固



(15) JP 2020-7894 A 2020.1.16

定接続され、前記第五回転軸５５の向かい合う端の間に前記ローラー筐体５３の中に回転
できるローラー５６が固定接続され、前記窓穴２７の上側内壁の中にロールカーテン筐体
５７が設置され、前記ロールカーテン筐体５７の中に左右端がベアリングを通じて回転可
能に係合連結される圧延ライン５８が設置され、前記圧延ライン５８の左右端にトーショ
ンばね装置５９が固定接続され、前記圧延ライン５８に防風カーテン６０が固定的に周設
され、前記ロールカーテン筐体５７及び前記ローラー筐体５３の前側内壁に前記窓穴２７
の左右側内壁の前側に連通される左右対称の接触ローラ筐体６１が連通され、前記接触ロ
ーラ筐体６１の中に回転軸を通じて回転可能に係合連結される接触ローラ６２が上下対称
的に設置され、前記ローラー５６にはほかの一端が前記接触ローラ筐体６１の中に伸びて
挿入し且つ前記接触ローラ６２に巻き付いて前記防風カーテン６０の下端に固定接続され
る駆動線６５が固定的に周設される。
【００１５】
有益的には、前記ソーラーパワー装置が前記装置主体１０の上端に固定接続されるソーラ
ーパネル９０を含み、前記装置主体１０の左右端の中に前記ソーラーパネル９０に電気で
接続される蓄電池９１が対称的に固定設置され、前記蓄電池９１が電気エネルギーに変換
されたソーラーパワーを装置に供給することができる。
【００１６】
初期状態に、窓ブロックが互いに当接し窓穴２７を閉め、第二平歯車１９が第一平歯車１
８及び第三平歯車２６に互いに噛合接続され、第四伝動筐体４１が互いに近づく位置にあ
ると同時に第六アングル歯車５０が第五アングル歯車４０及び第七アングル歯車５２に互
いに噛合され、防風カーテン６０が最大限にロールカーテン筐体５７の中に引っ込む。
【００１７】
本装置を通じて防風自動窓を作動する時、第一モータ１１が起動し第一回転軸１３を駆動
し回転させて第一アングル歯車１４を回転させて第二アングル歯車１５を回転させ、　第
三回転軸２９が回転すると同時に糸巻き転輪４３が回転しリードワイヤ４７を延長させこ
れにより戻しばね４９が弾性ヒズミを取り戻し第一スライドブロック４６を押し出し、こ
の時第六アングル歯車５０が第五アングル歯車４０及び第七アングル歯車５２に噛合しな
くなり、第三回転軸２９が回転中に窓ブロック３０を開けさせ窓を開通させ、外部空間の
風速が大き過ぎたり天気が悪い場合に、第一モータ１１が逆転し装置を初期状態に戻し窓
を閉めさせ、第六アングル歯車５０が第五アングル歯車４０及び第七アングル歯車５２に
噛合すると同時にエアーシリンダー２２が起動し加減リンク２３を駆動することによって
支持ブロック２４を駆動し下へ移動させ、第二平歯車１９を駆動し下へ移動させ噛合する
ことから離れさせ、この時第二回転軸１７が回転し第三アングル歯車３２を駆動し回転さ
せることによって第四アングル歯車３４を駆動し、第四回転軸３５がドライビングギヤー
３６を駆動して被動歯車３７を駆動し回転させ、この時回転ロッド３９が第五アングル歯
車４０を駆動し回転させ第六アングル歯車５０が第七アングル歯車５２を駆動し回転させ
、これにより第五回転軸５５を通じてローラー５６を駆動し回転させ駆動線６５を引かせ
ロールカーテン筐体５７の中にある防風カーテン６０を引き下げ窓を閉め防風を実現し、
初期状態に戻る時第一モータ１１が起動しローラー５６に駆動し駆動線６５を緩めさせ、
この時トーションばね装置５９が弾性位置エネルギーを取り戻し防風カーテン６０をロー
ルカーテン筐体５７の中に引き戻らせ、この時エアーシリンダー２２を起動し第二平歯車
１９を初期状態に戻らせ、開ける必要があれば上記ステップに基づき起動する。
【００１８】
上に述べたのはただ本発明の具体的な実施方式で、しかし本発明の保護範囲はここに限ら
ないである。全部の創造的な労働を通じなく思いついた変化と取替は本発明の保護範囲に
カバーされる。だから本発明の保護範囲は権利要求書が限定される保護範囲を標準とする
。
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